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研究要旨： 愛玩鳥を含め動物におけるクラミジアの保有状況を調査した。輸入鳥類の糞便20
検体からクラミジア遺伝子は検出されなかった。結膜炎を呈した輸入モルモットの結膜15検体

中14検体からモルモットクラミジア（Chlamydia caviae）遺伝子が検出された。野外猫結膜71検
体からクラミジア遺伝子は検出されなかった。愛玩鳥のみならず愛玩動物についてクラミジア

症の感染源としてのリスク評価が必要であると考えられた。 
 
Ａ．研究目的 
これまでの調査研究により、愛玩鳥及び愛玩動物

（ネコ）におけるクラミジア感染症のリスクは継

続していることが明らかとなった。このリスクの

認識に基づいた対策を行い、その効果を検証する

ために、愛玩鳥、伴侶動物及び野鳥における病原

性クラミジアの保有状況を継続的に調査し、動物

飼育者におけるリスク評価を行う。併せて、オウ

ム病クラミジアの検出やオウム病の診断におけ

る問題も明らかになったことから、迅速簡易診断

法及び予防法に関する基礎的研究を行い、愛玩動

物飼育におけるリスク低減に向けた取り組みの

基盤形成を行う。 
 
Ｂ．研究方法 
１．愛玩鳥，伴侶動物及び野鳥における病原性ク

ラミジアの保有状況調査： 輸入鳥糞便検体20検
体（ニュージーランド由来鳥15検体，セネガルパ

ロット５検体）、モルモット結膜スワブ検体15検
体，野外猫結膜スワブ（愛媛県青島）71検体から

DNAを抽出し、PCRによりクラミジアの検出を行

なった。増幅産物の塩基配列を解読し、同定を行

なった。 
 
（倫理面への配慮） 
 鳥類の糞便採取において侵襲はなく、適切な採

取を行った。結膜スワブは低侵襲性の条件下で採

取された。 
 
Ｃ．研究結果 
１．愛玩鳥、伴侶動物及び野鳥における病原性ク

ラミジアの保有状況調査： 輸入鳥糞便検体から

クラミジア遺伝子は検出されなかった。モルモッ

ト結膜スワブ14検体からクラミジア遺伝子が検

出された。塩基配列解読によりChlamydia caviae
であることがわかった。野外猫の結膜スワブから

はクラミジア遺伝子は検出されなかった。 
 
Ｄ．考察 

輸入愛玩鳥についてはクラミジア遺伝子は検出

されなかったが、検査検体数が少ないため、クラ

ミジア保有率が低下しているかどうかは判断で

きない。現在、COVID-19の影響もあり、鳥類の輸

入数が減少しているとの連絡を受けた。今後、検

体数の確保について検討が必要となっている。 
 クラミジア検出に供したモルモットの死亡原

因は宇根教授らの検討によりサルモネラ症と診

断された。しかしながら、異常を示したほぼ全て

の個体からC. caviaeが検出されたこと、目脂を初

発として死亡する個体が現れたことから、サルモ

ネラ症の誘因および増悪因子となっていた可能

性がある。C. caviaeは人獣共通感染病原体である

可能性が示されている。我が国のモルモットにお

けるC. caviaeの保有状況は明らかではないが、今

後、モルモットの輸入や飼育において注意する必

要がある。 
 野外猫の検体は重度の結膜炎とされた検体で

あったが、クラミジアは検出されなかった。症状

の進行によりクラミジア遺伝子が検出されなか

った可能性がある。 
 全体として研究材料の確保が次年度以降の課

題となった。 
 
Ｅ．結論 
 輸入愛玩鳥からクラミジアは検出されなかっ

たが、引き続き調査を行い、感染源としてのリス

クを評価する必要がある。ペット用モルモットが

クラミジアを保有していることから、飼育者への

注意喚起が必要である。 
 
Ｇ．研究発表等 
１．論文発表等 
なし. 

 
２．学会発表等 
（１）福士秀人、宇根有美. ペット用モルモット

の眼クラミジア症. 第21回人と動物の共通感染症

研究会学術集会, 2021年, Web. 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
１．特許取得 
 なし 
２．実用新案登録 

 なし 
３．その他 
 なし 
 

 
  


	Isolation and whole-genome sequencing of a novel aviadenovirus from owls in Japan

